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が
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植
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摘
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が
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す
る
各

キ
ー
ワ
ー

ド
の

関
係

に
つ
い

て
 

・
 
シ

シ
ャ
モ

・
・

・
沙

流
川

を
代

表
す
る

本
種

が
よ

り
多

く
の

場
所
で

産
卵

可
能

と
な

る
河

道
を
目

指
す

こ
と

を
河

道
計

画
段
階

で
配

慮
す

る
。

 
 

 
 
 

 
 

 
シ

シ
ャ

モ
産

卵
床
の

多
か

っ
た

過
去

の
広

い
河
原

は
目

標
の

1
つ
で
あ

る
。

 
・

 
広

い
砂
礫

河
原

・
・

・
過

去
の

沙
流
川

ら
し

い
中

州
等

の
発

達
し
た

広
い

砂
礫

河
原

の
形

成
を
目

指
す

こ
と

を
河

道
計

画
段
階

で
配

慮
す

る
。

 
・

 
生

物
・
・

・
・

・
過

去
の

広
い

河
原
を

目
指

す
こ

と
に

よ
り

、
昔
の

川
に

近
づ

き
、
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と
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と
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●河原の土砂移動について 

 河原の土砂が移動する規模の流量について確認した。流量 50m3/s で冠水していない低水

路の箇所を河原と定義した。 
 夏期ピーク期から夏期終了までを４つの期間に分割し、河道掘削案 2 の各期間の河床変

動量を次頁に示した。その結果から、期間 C まで河原の変動が確認された。よって、流量

200m3/s 以上の流量が発生すれば、河原の土砂が移動する可能性がある。 
 
 
 
 

 
 

区分 期間 流量 計算開始からの時間 

期間 A 夏期洪水ピーク時～夏期洪水減水期 1084.6～1565.6m3/s 274～280 時間 

期間 B 夏期洪水減水期～夏期洪水減水期 2 488.8～1084.6m3/s 280～312 時間 

期間 C 夏期洪水減水期 2～夏期中間 211.1～488.8m3/s 312～367 時間 

期間 D 夏期中間～夏期終了 87.6～211.1m3/s 367～480 時間 

図 河床変動のハイドログラフと潮位 

表 河床変動のハイドロ期間 
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※下流端条件として、ハイドロと同時刻の苫小牧西港の時間潮位を設定している。
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C).期間 Cの河床変動コンター B).期間 Bの河床変動コンター A).期間 Aの河床変動コンター 

D).期間 Dの河床変動コンター 
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